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高梁市の宝物を取ったぞ
高梁じまん手作りかるた取り大会

高梁市発足10周年記念ロゴ

2 月
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▲　

施
設
正
面
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
　

しい高梁の顔に
駅複合施設を魅力がある空間にするた
めに、カルチュア・コンビニエンス・ク
ラブと基本合意書を締結

新

広 報

平成 27 年（2015） Ｖｏｌ．125
２

ー 目 次 ー　Contents

ー 表 紙 ー　Cover

ー 人 口 ー　Population

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口 ３２，８６２ － 95

男 性 １５，６７９ － 46

女 性 １７，１８３ ー 49

世帯数 １４，７０６ － 29
( 平成 27 年１月末現在・外国人含む )

　遊びながら市内の観光地や特産
品、文化を知ってもらおうと、高
梁地域まちづくり推進委員会が
作った「高梁じまん手作りかるた」。
１月 22 日、高梁幼稚園で園児が
かるた取りを楽しみました。

２ 新しい高梁の顔に
駅複合施設の運営方針で基本合意書締結

６ 平成 27 年高梁市成人祝賀式
８ 社会保障・税番号制度が始まります
９ 行政情報 / ３月は自殺対策強化月間ほか
10 行政情報 / 小河原障害福祉顕彰ほか
12 消防功労者表彰
14 栄光をたたえます
15 くらしの情報 / 子育て支援情報
16 くらしの情報 / 生活支援情報
18 情報プラス
20 検診情報・ヘルシーレシピ
21 イベント情報ほか
22 成羽病院通信・学園だより
23 図書館だより
24 市民のページ
26 まちの出来事

28 三沢厚彦 ANIMALS 2015 in 成羽
・編集後記
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１
月
23
日
、
高
梁
の
新
し
い
顔
と
な
る
駅
複
合
施
設
の
内
装
デ
ザ

イ
ン
や
完
成
後
の
施
設
管
理
・
運
営
方
針
を
決
定
す
る
た
め
、
東
京

都
渋
谷
区
に
本
社
の
あ
る
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ

ブ
㈱
執
行
役
員
・
図
書
館
カ
ン
パ
ニ
ー
長
の
高
橋
聡
氏
と
近
藤
隆
則

市
長
が
、
高
梁
国
際
ホ
テ
ル
で
基
本
合
意
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
複
合
施
設
は
、
４
階
建
て
延
べ
床
面
積
が
約
３
５
０
０
平
方
㍍
で
、

２
階
の
一
部
と
３
、
４
階
が
図
書
館（
１
８
９
０
平
方
㍍
）と
な
り
ま

す
。
１
階
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、
２
階
に
は
、
駅
の
待
合
ス
ペ
ー

ス
と
観
光
案
内
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
が
、
学
習
や
交
流
に
活
用
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
人

が
集
い
楽
し
め
る
空
間
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
街
に
に
ぎ
わ
い
を
創

出
し
て
い
き
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
は
平
成
28
年
12
月
の
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
事
業
調
整
課
事
業
調
整
係　
☎
21
‐
０
２
８
６

▲ 

　施設北側からのイメージ

複合施設内部のイメージ図
▲▲

▲
�

基
本
合
意
書
締
結
後
に
握
手
を

交
わ
す
、
高
橋
聡
カ
ル
チ
ュ
ア
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
㈱

執
行
役
員・
図
書
館
カ
ン
パ
ニ
ー

長（
右
）と
近
藤
隆
則
市
長
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２
階
は
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス

で
、
新
し
い
備
中
高
梁
駅
の
改

札
と
つ
な
が
っ
た
、
駅
の
待
合

ス
ペ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
テ
ラ
ス
で
は
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

開
催
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
施
設
に
入
る
と
、
カ
フ
ェ
カ

ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
館
内

に
は
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
を
自

由
に
閲
覧
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
、

市
街
地
を
眺
め
な
が
ら
読
書
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
。
飲
み

物
を
楽
し
み
な
が
ら
、
本
や
雑

誌
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
車
や
バ
ス
の
発
車
時
刻
ま
で

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
こ
と
や
、

到
着
後
に
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
観
光
案
内
や
特
産
品
販
売
な

ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
予
定

で
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
、
に

ぎ
わ
い
の
空
間
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
１
階
は
バ
ス
セ
ン
タ

ー
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
な
り
、
一

部
を
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
利
用
す

る
予
定
で
す
。

飲み物を楽しみながら本を読む

何時間でも滞在できる ー
充実した蔵書数と座席数 ー

人 々でにぎわう待合カフェ
2f

Ｂｏｏｋ & Ｃａｆｅ

観光案内と地域物産販売 ー
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本 に囲まれ学びが風景になる
3f

天 空の子ども部屋
4f

　
３
階
は
一
般
図
書
や
歴
史
図

書
の
開
架

（※１）
ス
ペ
ー
ス
。
学
習

で
き
る
エ
リ
ア
と
多
目
的
ル
ー

ム
を
配
置
し
ま
す
。
今
ま
で
閉

架
（※ 2）
書
庫
に
あ
っ
た
蔵
書
を
で

き
る
だ
け
開
架
さ
せ
る
こ
と

で
、
空
間
デ
ザ
イ
ン
の
一
部
と

し
て
利
用
し
ま
す
。
座
席
数
も

充
実
さ
せ
、
Ｗワ

イ

フ

ァ

イ

ｉ
‐
Ｆ
ｉ
な
ど

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整

備
し
、
学
校
帰
り
の
学
生
た
ち

が
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
、
学
習

で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
来
館
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
本
を

探
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

検
索
用
の
ｉア
イ
パ
ッ
ド

Ｐ
ａ
ｄ
を
用
意
。

本
の
自
動
貸
出
機
も
設
置
し
、

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
多
目
的
ル
ー
ム
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
本
の
著
者
や
著
名

人
を
招
い
て
の
講
演
会
、
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
活
用
で
き

ま
す
。

　
４
階
は
児
童
図
書
の
開
架
ス

ペ
ー
ス
と
読
み
聞
か
せ
部
屋
を

備
え
た
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
な
が

ら
学
べ
る
、
の
び
の
び
と
過
ご

せ
る
空
間
を
演
出
。
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し

て
、
幼
少
時
か
ら
本
に
親
し
め

る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
こ
の
フ
ロ
ア
に
は
市
街
地
を

眺
望
で
き
る
テ
ラ
ス
を
設
け
、

小
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開

催
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（※１）�
図
書
館
利
用
者
が
直
接
書
架
か
ら
資

料
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
方
式

（※ 2）�
図
書
館
利
用
者
が
読
み
た
い
本
や
資

料
を
請
求
し
て
書
庫
か
ら
取
り
出
し

て
も
ら
う
方
式
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　実行委員になったのは、「何かに全力で取り組みたい！ 成人式を企画・運営をすることで、生まれ育った高梁に
恩返しができる」と思ったからです。近年、少子高齢化が急速に進行しています。若者が働ける場所と定住しやすい
環境をつくり、街の活性化につながることを高梁市に期待します。成人を迎えましたが、仕事でも私生活でもまだま
だ支えられてばかりです。少しずつ、周りを支えられる大人を目指します。　　　実行委員長・坂本 裕紀さん

　▲ 平成 27 年高梁市成人祝賀式実行委員会の皆さん

成人祝賀式成人祝賀式
（１月 11 日 総合文化会館）

平成 27 年　高梁市 　新成人 282 人が参加し、大人とし
ての責任と自覚を誓いました。
　式典に続きアトラクションを楽し
み、久しぶりに会った友人たちと貴重
な時間を過ごしていました。



成昇

学 感

進 資

心

笑

新
成
人

い
ま
の
キ
モ
チ
を

　
　
　
一
文
字
に

崎
さき

岡
おか

 巳
み

起
き

さん（松原町神原）

前
まえ

野
の

 香
か

菜
な

さん（上谷町）

福
ふく

田
だ

 祐
ゆう

己
き

さん（弓之町）

別
べっ

所
しょ

 良
よし

紀
のり

さん（成羽町成羽）

川
かわ

上
かみ

 紗
さ

代
よ

さん（備中町長屋）大
おお

屋
や

敷
しき

 悟
さとる

さん（落合町阿部）

平
ひら

野
の

 弥
や

耶
や

さん（川上町下大竹）

福
ふく

井
い

 久
ひさ

夫
お

さん（有漢町有漢）
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◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
住
民
票
を
有

す
る
全
て
の
人
に
12
桁
の
個
人
番
号（
以

下
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」）を
付
番
す
る
こ
と

で
、
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
分
野

で
皆
さ
ん
の
情
報
を
正
確
に
把
握
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
に
存
在
す
る
情
報
が
同
一

人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

に
導
入
さ
れ
る
全
国
共
通
の
社
会
基
盤
制

度
で
す
。
同
時
に
、
法
人
な
ど
に
も
13
桁

の
法
人
番
号
が
付
番
さ
れ
、
同
様
に
利
用

さ
れ
ま
す
。

　
平
成
25
年
５
月
に
、「
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」
が
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
基
づ
い

て
、
市
は
シ
ス
テ
ム
改
修
等
の
開
始
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
総
務
課
情
報
統
計
係　
☎
21
‐
０
２
０
９

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
使
い
方

　
国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど

で
、
年
金
や
医
療
保
険
・
雇
用
保
険
の
手

続
き
、
生
活
保
護
、
児
童
手
当
そ
の
他
福

祉
の
給
付
、
税
の
確
定
申
告
と
い
っ
た
、

法
律
や
条
例
で
定
め
ら
れ
た
事
務
に
限

り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
制
度
全
般
に
関
す
る
お
問
い
合

せ
は
、
国
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
５
７
０-

20-

０
１
７
８

　
　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

利
用
時
間
…
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時
30
分（
※
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

10
月
か
ら
国
民
の

皆
さ
ん
、
一
人
一
人

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）が
通

知
さ
れ
ま
す
。

マイナンバーキャラクター　　　　マイナちゃん

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

一
生
使
う
も
の
で

す
。
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
の
効
果

①
市
民
の
利
便
性
の
向
上

　
（
面
倒
な
手
続
き
が
簡
単
に
）

　
本
人
確
認
や
所
得
な
ど
の
情
報
が
確
認

し
や
す
く
な
る
た
め
、
手
続
き
に
必
要
と

な
る
証
明
書
な
ど
の
添
付
書
類
の
省
略
や

簡
素
化
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
申
請
時

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

　
（
給
付
金
等
の
不
正
受
給
の
防
止
）

　
所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状

況
が
把
握
し
や
す
く
な
る
た
め
、
負
担
を

不
当
に
免
れ
た
り
、
給
付
を
不
正
に
受
け

た
り
す
る
こ
と
を
防
止
し
、
本
当
に
困
っ

て
い
る
人
に
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
行
政
の
効
率
化

　
（
手
続
き
が
正
確
で
迅
速
に
）

　
国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど

で
、
複
数
の
業
務
の
間
で
の
連
携
が
進
む

こ
と
に
よ
り
、
照
合
・
転
記
・
入
力
な
ど

に
要
し
て
い
る
時
間
や
労
力
が
大
幅
に
削

減
さ
れ
ま
す
。

◆
開
始
時
期

①
平
成
27
年
10
月

　
市
か
ら
、
皆
さ
ん
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

記
載
し
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
、
世
帯
単

位
で
住
民
票
の
住
所
に
郵
送
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

②
平
成
28
年
１
月
か
ら

　
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
行
政
手

続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
全
国
一

斉
に
開
始
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
希
望
す
る

人
に
は
、
市
か
ら
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（表面）

（裏面）

 

《
個
人
番
号
カ
ー
ド（
イ
メ
ー
ジ
）》

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認
用

の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
る

ほ
か
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
各
種
電

子
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

が
始
ま
り
ま
す
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「
ど
う
し
た
の
？
」「
眠
れ
て
る
？
」

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　
全
国
の
自
殺
者
数
は
毎
年
３
万
人
前

後
に
の
ぼ
り
、
こ
の
数
は
交
通
事
故
で

亡
く
な
る
人
の
約
６
倍
に
も
相
当
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
１
人
の
自
殺
は
周
囲
の

５
～
６
人
に
影
響
を
与
え
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
、
う
つ
病
な

ど
の
心
の
病
気
は
、
誰
で
も
か
か
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
「
こ
こ
ろ
」
の
サ
イ
ン
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
周
り
の
人
の
様
子
が
「
い
つ
も
と
違

う
」と
気
づ
い
た
ら
、「
ど
う
し
た
の
？
」

「
眠
れ
て
る
？
」
と
声
を
掛
け
、
そ
の

人
の
話
を
聴
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
そ
の
一
言
で
救
わ
れ
る
人
が

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
も
し
、
あ
な
た
自
身
が
悩

ん
で
い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課
母
子

保
健
係
☎
21
‐
０
２
２
８

健
康
づ
く
り
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

「こころの体温計」をご利用ください。今の心の状態を携帯電話やパ
ソコンで気軽にチェックしましょう。自分や家族の健康状態、産後
うつ、アルコール依存なども簡単に確認できます。

パソコンからは

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
は

　
障
害
が
あ
る
人
の
就
労
支
援
と
、
里

山
林
整
備
で
発
生
し
た
木
材
資
源
の
活

用
を
図
る
た
め
、
福
祉
分
野
と
林
業
分

野
が
連
携
し
、
市
内
障
害
者
就
労
施
設

に
委
託
し
て
、
障
害
者
に
よ
る
薪
の
作

成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
就
労
施
設
で
は
、
薪
ス
ト
ー

ブ
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
用
途
に
合
わ
せ
た

薪
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
販
売
事
業
所

・
松
山
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー 

☎
22-

７
１
０
１

・
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト
う
か
ん 

☎
57-

２
５
５
５

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
障
害
福
祉
係
☎
21-

０
２
８
４

薪ま
き
を
販
売
し
て
い
ま
す

障
害
者
就
労
支
援
事
業

検索

高梁市　こころの体温計

　Information - 行政情報

う
つ
病
に
つ
い
て
学
ぶ

第
７
回
地
域
公
開
講
座

福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
あ
な
た
の
身
近
な
人
が
う
つ
病
な
ど

で
心
が
弱
っ
た
時
、
ど
の
よ
う
に
接
し

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
の
周

り
に
心
配
な
人
が
い
た
ら
、
ど
の
よ
う

に
声
を
か
け
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
講
座
は
、
こ
の
よ
う
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

◆
日
時
…
３
月
７
日
㈯　
午
後
１
時
30

分
～
午
後
3
時
30
分

◆
場
所
…
こ
こ
ろ
の
医
療
た
い
よ
う
の

丘
ホ
ス
ピ
タ
ル（
落
合
町
阿
部
）

◆
内
容
…
「
こ
こ
ろ
が
弱
っ
た
と
き 

～
周
り
の
人
は
ど
う
し
た
ら
い
い
？
～
」

◆
講
師
…
こ
こ
ろ
の
医
療
た
い
よ
う
の

丘
ホ
ス
ピ
タ
ル
副
院
長
・
兒
玉
昌
純
さ

ん
／
備
北
保
健
所
新
見
支
所
保
健
師
・

孝
忠
ト
シ
さ
ん

※�
参
加
は
無
料
で
す（
当
日
の
参
加
も

可
能
）。

■
問
い
合
わ
せ　
こ
こ
ろ
の
医
療
た
い

よ
う
の
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル
地
域
医
療
連
携

室
☎
22-

２
２
１
７
、
22-

７
８
８
１
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

縦
覧
制
度
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
に

つ
い
て
、
登
録
漏
れ
や
選
挙
権
の
な
い

人
の
登
録
等
を
予
防
し
、
選
挙
人
名
簿

の
正
確
を
期
す
る
た
め
、
縦
覧
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

選
挙
人
名
簿
は
、
定
時
調
整
名
簿

（
１
月
１
日
現
在
調
）で
あ
る
と
と
も

に
、
申
告
調
整
名
簿（
本
人
申
告
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
選
挙
人
名
簿
登
録
は
、
国
政
選
挙
な

ど
の
通
常
の
選
挙
と
は
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
縦
覧
場
所

　
高
梁
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

◆
縦
覧
期
間

　
２
月
23
日
㈪
～
３
月
９
日
㈪

　
（
15
日
間
）

■
問
い
合
わ
せ　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
☎
21
‐
０
２
５
５

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画

福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
小
河
原
障
害
福
祉
顕
彰
」
は
、
障

害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
の
分
野

に
お
い
て
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個

人
・
団
体
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
26
年
度
は
、
芸
術
文
化
分
野
で

２
人
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
１
人
が
受
賞

し
ま
し
た
。

受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

小
河
原
障
害
福
祉
顕
彰塩

しお
田
た

 節
せつ

夫
お

さん
（77 歳・中井町西方）

西
にし

　隆
たかし

さん
（79 歳・落合町原田）

村
むら

上
かみ

 清
きよ

夫
お

さん
（82 歳・荒神町）

スポーツ功労 芸 術 文 化 功 労

◆
意
見
募
集
期
間
…
２
月
16
日
㈪
か
ら

３
月
８
日
㈰
ま
で

◆
閲
覧
方
法
…
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
福
祉
課
、
各

地
域
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
意
見
提
出
の
方
法
…
住
所
、
氏
名

（
団
体
名
）、
電
話
番
号
な
ど
を
明
記
の

上
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①�

直
接
提
出（
福
祉
課
、
各
地
域
局
地

域
振
興
課
）

②
郵
送（
３
月
８
日
㈰
必
着
）

③
フ
ァ
ク
ス

④�

電
子
申
請（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

◆
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い

①�

計
画
策
定
等
の
参
考
に
し
ま
す
。

②�

内
容
と
そ
れ
に
対
す
る
実
施
機
関
の

考
え
方
を
後
日
公
表
し
ま
す
。
た
だ

し
、
住
所
・
氏
名
の
明
記
が
な
い
も

の
や
、
誹
謗
中
傷
を
内
容
と
す
る
も

の
は
除
き
ま
す
。
な
お
、
公
表
の
際

は
、
住
所
・
氏
名
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

③�

個
々
の
意
見
に
対
し
て
、
個
別
の
回

答
は
し
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

④�

賛
否
の
結
論
だ
け
の
意
見
や
趣
旨
が

不
明
瞭
な
意
見
に
は
、
回
答
を
お
示

し
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　
〒
７
１
６

‐
８
５
０
１
［
住
所
不
要
］
高
梁
市

役
所
福
祉
課
障
害
福
祉
係
☎
21
‐

０
２
８
４
、
23
‐
１
４
３
３　

　
「
第
２
期
高
梁
市
障
害
者
計
画
・
第
４
期
障
害
福
祉
計
画（
案
）」
の
内
容
を

公
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　Information - 行政情報
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入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

漫
・
賀
・
年
賀
状
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
５

吉
備
川
上
ふ
れ
あ
い
漫
画
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
本
年
の
干え

支と

「
未（
ひ
つ
じ
）」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
「
漫
・
賀
・
年
賀
状
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
１
５
」
に
全
国
か
ら
７
３
５
点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
漫
画

家
・
南
一
平
さ
ん
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
12
点
の
作
品
が
入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
全
応
募
作
品
の
展
示
会
を
、
３
月
８
日
㈰
ま
で
、
吉
備
川
上
ふ
れ
あ
い
漫
画
美
術

館
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
突
然
、
家
庭
や
職
場
、
ス
ポ
ー
ツ
中

に
け
が
人
や
急
病
人
が
発
生
し
た
と

き
、
あ
な
た
は
救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
に
何
を
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
か
？

　
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
よ
う
な
と
き

の
対
応
の
た
め
に
上
級
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
講
習
内
容
は
、
呼
吸
や
脈
が
止
ま
っ

た
と
き
の
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

扱
い
ま
で
救
命
処
置
全
般
に
つ
い
て
の

学
習
を
は
じ
め
、
擦
り
傷
や
切
り
傷
な

ど
の
け
が
に
対
す
る
止
血
、
捻
挫
や
骨

折
の
固
定
方
法
、
熱
中
症
な
ど
体
温
管

理
方
法
等
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
の

応
急
処
置
全
般
に
つ
い
て
幅
広
く
学
習

し
ま
す
。

◆
日
時
…
３
月
８
日
㈰　
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
30
分

◆
場
所
…
高
梁
市
消
防
本
部

◆
定
員
…
20
人
程
度（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ　

警
防
課
☎
21-

０
１
２
４
／
消
防
署
☎
21-

０
１
２
５

も
し
も
！
の
と
き
の
た
め
の

上
級
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

警
防
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼ 

漫
・
賀
・
大
賞

戸と

田だ 

博ひ
ろ
子こ

さ
ん（
60
歳
・
笠
岡
市
）

（
審
査
講
評
） 

時
事
ネ
タ
と
流
行

が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
た
作
品
で

す
。
２
０
１
４
年
を
代
表
す
る

２
つ
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い

ま
す
。
政
治
家
と
国
民
の
対
比

が
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
年
齢
は
応
募
時

▼
優
秀
賞
（
市
外
）

風
瀬 

一
人
さ
ん     

（
61
歳
・
愛
知
県
）

高
橋 

和
美
さ
ん     

（
49
歳
・
神
奈
川
県
）

杉
山 

咲
良
さ
ん     

（
14
歳
・
勝
央
町
）

亀
山    

悟
さ
ん     

（
60
歳
・
倉
敷
市
）

岡
村 
実
果
さ
ん     

（
18
歳
・
岡
山
市
）

渡
辺 
ふ
み
お
さ
ん 

（
43
歳
・
福
岡
県
）

藤
井 
信
哉
さ
ん     

（
73
歳
・
岡
山
市
）

松
田 

ま
さ
る
さ
ん 
（
78
歳
・
千
葉
県
）

▼ 

漫
・
賀
・
準
大
賞

木き
の
下し
た 

佳よ
し
威た
け

さ
ん（
45
歳
・
奈
良
県
）

（
審
査
講
評
） 

い
つ
も
な
が
ら
ソ

ツ
の
な
い
作
品
で
、
ベ
テ
ラ
ン

の
味
が
出
て
い
ま
す
。
絵
の
見

せ
方
を
充
分
に
理
解
さ
れ
、
と

て
も
効
果
的
に
表
現
で
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

▼ 優秀賞（市内）

内
うち

田
だ

　巧
たくみ

さん（73歳・落合町原田） 紙
かみ

家
や

 愛
まな

弥
み

さん（14歳・成羽町下原）

　Information - 行政情報
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消
防
功
労
者
表
彰

岡
山
県
知
事
表
彰

功
労
章

片
山
修
一（
団
本
部
）

永
年
勤
続
功
労
章

加
藤
浩
之
、
石
田
雄
一（
団
本
部
）、
加
藤

典
男（
吹
屋
）、
赤
木
浩（
消
防
本
部
）

優
良
消
防
団
員
章

福
本
喜
典（
川
面
）、
赤
木
直
樹（
落
合
）、

吉
田
克
巳（
有
漢
西
）、
西
江
正
行（
中
）、

内
田
元
治（
吹
屋
）、
川
上
真
吾
、
鷲
尾
芳

通（
手
荘
）

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

西
平
勝
年（
成
羽
）、
土
谷
智
之（
中
）、
村

井
一
裕（
手
荘
）、
大
田
博
信（
大
賀
）、
信

木
義
治（
高
山
）、
西
裕
之（
消
防
本
部
）

表
彰
章

浅
野
治
之
、
大
森
唯
史（
津
川
）、
山
上

満
、
加
藤
秀
男（
巨
瀬
）、
東
邦
宏（
松

原
）、
溜
谷
潔
昭（
落
合
）、
藤
井
哲
彦（
有

漢
中
央
）、
岡
田
昌
二（
有
漢
東
）、
川
月

清
志（
成
羽
）、
谷
口
弘
志（
手
荘
）、
森

本
稔
、
山
本
明（
大
賀
）、
芳
賀
孝
志（
富

家
）、
内
田
正
利（
湯
野
）、
鈴
木
俊
伸

（
中
）、
谷
本
洋
之（
吹
屋
）、
鈴
木
初
治
郎

（
消
防
本
部
）

青
年
章

瀧
田
賢
二（
松
原
）、
湯
浅
正
毅（
有
漢

東
）、
江
草
直
也（
平
川
）

精
勤
章

川
月
清
志（
成
羽
）、
柴
崎
清
二（
高
梁
）、

三
村
武
、
大
森
康
志（
巨
瀬
）、
西
康
夫

（
中
井
）、
松
平
勇（
成
羽
）、
江
草
秀
幸

（
湯
野
）、
上
田
幸
司
、
難
波
清
志
、
西

秀
樹（
津
川
）、
藤
森
政
幸
、
吉
藤
佳
津

雄（
巨
瀬
）、
内
藤
一
隆（
中
井
）、
森
崎

孝
志
、
政
森
直
人
、
江
藤
順
一（
松
原
）、

平
松
修
一
、
立
森
啓
順
、
岡
本
年
弘（
落

合
）、
山
田
誠（
有
漢
西
）、
川
上
正
典（
有

漢
中
央
）、
秋
岡
啓
司
、
西
林
昌
昭（
成

羽
自
）、
村
上
和
久（
成
羽
）、
金
島
康

成
、
池
田
哲（
川
上
自
）、
大
福
康
司（
手

荘
）、
武
田
敏
郎（
高
山
）、
井
上
昌
志（
高

梁
）、
川
西
純（
川
面
）、
山
室
喜
男
、
森

中
正
秀
、
難
波
陶
吉（
巨
瀬
）、
太
田
井
茂

樹（
中
井
）、
信
原
哲
郎（
宇
治
）、
信
下
恭

二（
松
原
）、
三
村
諭
司
、
藤
村
卓
司（
高

倉
）、
吉
岡
康
人（
成
羽
自
）、
森
上
正
行
、

杉
本
和
己（
成
羽
）、
笹
部
啓
介
、
川
上
敦

宏（
手
荘
）、
石
田
雄
一（
大
賀
）、
吉
岡
孝

太
郎（
富
家
）、
赤
迫
和
之（
湯
野
）

高
梁
市
長
表
彰

功
労
章

伊
達
一
郎
、
貝
原
尚（
高
梁
）、
矢
田
部
秀

樹（
津
川
）、
大
森
康
志（
巨
瀬
）、
内
藤
一

隆（
中
井
）、
大
林
稔（
宇
治
）、
東
邦
宏

（
松
原
）、
齋
藤
正
憲（
落
合
）、
山
口
教
久
、

山
縣
始（
有
漢
中
央
）、
湯
浅
俊
広（
有
漢

　

１
月
18
日
に
総
合
文
化
会
館
で
市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
長
年
に
わ

た
り
消
防
活
動
に
尽
力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
消
防
団
員
な
ど
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
・
か
っ
こ
内
は
所
属
）。

■
問
い
合
わ
せ　
消
防
総
務
課
消
防
団
係　
☎
21
‐
０
１
２
２

地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
に
尽
力
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誇りを胸に

東
）、
池
田
哲（
川
上
自
）、
田
中
秀
吾
、

津
森
芳
友（
手
荘
）、
藤
本
匡
裕（
大
賀
）、

岡
崎
吉
秀（
富
家
）、
長
澤
光
男（
湯
野
）

備
中
地
区
消
防
連
絡

協
議
会
長
表
彰

表
彰
状

小
山
知
志（
津
川
）、
石
川
正
明（
中
井
）、

森
宗
正
雄（
玉
川
）、
三
村
浩
二（
高
倉
）、

松
井
秀
樹（
富
家
）、
田
村
公
一（
湯
野
）、
大

府
徳
久（
宇
治
）、
難
波
誠（
成
羽
自
）、
谷

口
弘
志（
手
荘
）、
宮
本
善
弘（
消
防
本
部
）

特
別
表
彰

（
第
61
回
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
入
賞
）

宇
治
分
団

高
梁
市
消
防
団
長
表
彰

精
勤
章

小
見
山
徹
、
米
村
彰
太
、
田
中
秀
治
、
西

秀
明
、
西
山
貴
弘（
高
梁
）、
小
野
正
貴
、

川
上
幸
一
、
井
上
淳（
津
川
）、
佐
藤
富
一
、

大
月
恵
智（
川
面
）、
河
原
勤（
巨
瀬
）、
田

中
克
志
、
宮
本
秀
一
、
山
口
貴
則
、
西
村

幸
司（
中
井
）、
川
上
智
生（
玉
川
）、
花
崎

映
文
、
藤
本
幹
人（
宇
治
）、
平
松
淳
史

（
松
原
）、
森
元
正
樹
、
植
田
一
成
、
西
平

周
太
、
新
田
伸
行
、
新
村
徳
彦
、
西
峯
朋

秀
、
住
田
和
哉
、
冨
弥
大
樹（
落
合
）、
信

清
賢
司
、
梶
田
宏
之（
有
漢
西
）、
秋
葉

浩
司
、
西
本
純
一
、
森
岡
隆
行
、
松
添
光

宏
、
平
岡
卓
、
福
井
和
夫
、
菱
川
拓
也

（
有
漢
中
央
）、
片
山
祐
太（
有
漢
東
）、
竹

浪
久
雄
、
松
田
佑
太
、
井
上
裕
之（
成
羽

自
）、
宮
本
亮
、
山
本
訓
寿
、
佐
藤
章
記
、

徳
森
陽
紀
、
渡
邉
毅（
成
羽
）、
杉
田
一
弥

（
中
）、
山
室
廣
行
、
三
原
真
吾
、
那
須

茂
作
、
赤
木
隆
俊
、
藤
田
竜
也（
手
荘
）、

三
宅
辰
訓
、
廣
江
宗
一
朗
、
岡
浩
平（
大

賀
）、
迫
本
昌
臣（
高
山
）、
新
倉
泰
弘
、

川
上
敬
一
、
森
繁
賀
章
、
原
田
清
志（
富

家
）、
藤
尾
純
也
、
谷
本
元
臣（
平
川
）、

上
草
春
幸
、
樋
口
勝
康
、
土
屋
善
嗣（
湯

野
）、
西
井
絹
恵（
団
本
部
）

表
彰
状

（
第
61
回
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
出
場
団
員
）

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

平
野
誠
、
牧
野
直
人
、
藤
本
幹
人
、
森
川

辰
也
、
小
西
三
千
雄（
宇
治
）

永
年
勤
続
消
防
団
員
の
配
偶
者

ま
た
は
家
族
表
彰

藤
井
良
文（
有
漢
町
有
漢
）、
難
波
早
苗

（
成
羽
町
成
羽
）、
谷
本
日
出
美（
成
羽
町

坂
本
）、
赤
木
久
美
子（
成
羽
町
吹
屋
）、

藤
森
美
智
恵（
成
羽
町
吹
屋
）、
赤
木
公
巳

（
成
羽
町
下
原
）、
田
邉
邦
栄（
成
羽
町
成

羽
）、
加
藤
玉
恵（
川
上
町
地
頭
）、
川
上

正
雄（
川
上
町
七
地
）、
山
本
真
智
子（
川

上
町
仁
賀
）、
三
宅
ハ
ル
ミ（
川
上
町
下
大

竹
）、
日
向
鈴
江（
川
上
町
下
大
竹
）、
土

田
千
春（
川
上
町
上
大
竹
）

男性・女性消防団員
を募集しています

○消防団の活動内容
　・住民への防火指導、巡回広報等の火災予防広報活動
　・消火活動のほか、地震や風水害等の災害時の救助救出活動、避難誘導、捜索活動等
　・各種警備活動
○入団資格
　次の条件をいずれも満たしている人
　①市内に居住するか勤務している人
　②満 18歳以上 50歳未満の人
　③地域防災への熱意があり健康な人
○主な処遇等
　・条例に基づく報酬、報償費を支給します。
　・‌�‌公務災害補償、退職報償金、被服の貸与、

表彰制度など

■問い合わせ　消防総務課消防団係　☎ 21- ０１２２
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森も
り

迫さ
こ 

あ
や
め
さ
ん 

（
成
羽
町
下
原
）

　

岡
山
県
作
陽
高
等
学
校
３
年

高
梁
日
新
高
等
学
校

■
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
（
１
月
３
日
～
11
日
・
兵
庫
県
）

小こ

松ま
つ 

里り

弥み

さ
ん

宮み
や

田た 

伊い

織お
り

さ
ん

楢な
ら

村む
ら 

か
な
子こ

さ
ん

香か

川が
わ 

な
ず
な
さ
ん
逸へ
ん

見み 

桃も
も

子こ

さ
ん

影か
げ

山や
ま 

純じ
ゅ
ん

花か

さ
ん

吉よ
し

川か
わ 

美み

登と

さ
ん

岡お
か

村む
ら 

栄え

里り

さ
ん

石い
し

田だ 

明あ

日す

香か

さ
ん

矢や

野の 

愛あ

由ゆ

花か

さ
ん
宮み
や

本も
と 

果か

栄え

さ
ん

田た

辺な
べ 

絢あ
や

加か

さ
ん

坂さ
か

田た 

風ふ
う

子こ

さ
ん

塩し
お

田た 

満ま

彩あ
や

さ
ん

門も
ん

田で
ん 

伽か

菜な

さ
ん

三み

宅や
け 

結ゆ
い

子こ

さ
ん

網あ
み

谷た
に 

咲さ

耶や

香か

さ
ん
門か
ど

脇わ
き 

凪な
ぎ

沙さ

さ
ん

石い
し

川か
わ 

鈴す
ず

香か

さ
ん

松ま
つ

永な
が 

美み

空く

さ
ん

岡お
か

本も
と 

留る

奈な

さ
ん

宮み
や

武た
け 

穂ほ
の
か香

さ
ん

森も
り

分わ
け 

沙さ

耶や

さ
ん

中な
か

田た 

弥み

玖く

さ
ん

■
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
（
１
月
３
日
～
11
日
・
兵
庫
県
）

村む
ら

田た 

晴は
る

彦ひ
こ

君 

（
川
面
町
）�

玉
野
光
南
高
等
学
校
２
年

■
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会

　
（
１
月
５
日
～
11
日
・
東
京
都
）

吉よ
し

田だ 

涼り
ょ
う

馬ま

君 
（
下
町
）　

岡
山
工
業
高
等
学
校
２
年

■
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会

　
（
12
月
23
日
～
29
日
・
東
京
都
）

「
初
戦
を
勝
利
で
飾
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
３

年
生
と
な
る
の
で
、
さ
ら
な

る
高
み
を
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
」

渡わ
た

邊な
べ 

詩し

歩ほ

子こ

さ
ん 

（
落
合
町
近
似
）

　

岡
山
理
科
大
学
附
属
中
学
校
３
年

■
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

　
（
８
月
22
日
～
25
日
・
愛
媛
県
）

大お
お

森も
り 

実み

乗の
り

さ
ん 

（
南
町
）

　

岡
山
理
科
大
学
附
属
中
学
校
１
年

村む
ら

上か
み 

翔し
ょ
う

平へ
い

さ
ん

藤ふ
じ

田た 

健け
ん

輔す
け

さ
ん

丸ま
る

本も
と 

康こ
う

貴き

さ
ん

越お

智ち 

奨し
ょ
う

太た

さ
ん

石い
し

井い 

健た
け

大ひ
ろ

さ
ん

岩い
わ

瀬せ 

禎さ
だ

宏ひ
ろ

さ
ん

吉
備
国
際
大
学

■
文
部
科
学
大
臣
杯
全
日
本
大
学
対
抗

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
（
８
月
５
日
～
11
日
・
熊
本
県
）

「初の全国大会は、初戦敗退という結果になりました
が、良い経験になりました。そして、たくさんの応援
をしてもらい、私たちの力になりました。全国の経験
を活かし、後輩たちには次につなげてもらいたいで
す。応援ありがとうございました」と、キャプテンの
石川鈴香さん。

　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
全
国
大
会
出
場
、

そ
れ
に
準
ず
る
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体

の
情
報
が
あ
れ
ば
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

秘
書
政
策
課
公
聴
広
報
係

☎
21
‐
０
２
１
０

前ま
え

田だ 

和わ

果か

穂ほ

さ
ん 

（
有
漢
町
）

　

宇
治
高
等
学
校
２
年

■
全
国
高
等
学
校

　

定
時
制
通
信
制
体
育
大
会
［
卓
球
］

　
（
８
月
５
日
～
７
日
・
東
京
都
）

栄光をたたえます

「
高
校
最
後
の
試
合
は
一
回

戦
敗
退
で
し
た
。
目
標
だ
っ

た
全
国
制
覇
は
達
成
で
き
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
次
の
目
標

に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
」

「
２
回
目
の
春
高
バ
レ
ー
出
場

で
し
た
が
、
初
戦
敗
退
で
し

た
。
全
国
の
舞
台
で
勝
ち
抜

く
こ
と
は
、
と
て
も
難
し
い
と

あ
ら
め
て
感
じ
ま
し
た
。
先

輩
た
ち
に
感
謝
し
て
、
次
は

自
分
た
ち
が
い
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
」
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各 種 相 談・教室（３月）

　Information - 子育て支援情報

◎さてらいとひろば“ゆうゆう”
３月25日㈬ 10:00 ～ 11:30 文化交流館
◎サロン　月～金曜日（祝日を除く）　10:00～16:00

◎家庭相談日　３月 12 日㈭、３月 25 日㈬

月　日 あそび内容
３月６日㈮ 絵を描こう
３月 13 日㈮ 赤ちゃんタイム
３月 20 日㈮ 春がきたよ
３月 27 日㈮ １年間の思い出

ゆう・ゆうひろば（３月）

　■問い合わせ　子育て支援センター☎ 22- ２４５０
　　　　　　　　子ども課子ども支援係☎21-０２８８

　※�保育士への相談やファミリーサポート事業の申し込み等
は、午前８時30分～午後５時15分まで受け付けています。

　場所：子育て支援センター（順正高等看護福祉専門学校２号棟）

◎ゆう・ゆうタイム　10:00～11:30

お知らせ 小児救急医療電話相談
　子どもの夜間の急な発熱やけいれんなど、具合が
悪くなった時の保護者の不安や、症状への対応方法
などについて、当番小児科医、看護師が電話でご相
談に応じ、受診する病院等の助言を受けられます。

◆相談日時【土・日曜日、祝日、年末年始】
　　　　　　午後６時～翌朝８時
　　　　　【平日の月～金曜日】
　　　　　　午後７時～翌朝８時
◆電話番号　☎＃８０００、☎０８６-２７２-９９３９
■問い合わせ　岡山県医療推進課　☎０８６-２２６-７４０３

◎親子で遊べる教室
内　容：親子体操、親子遊び

親子体操教室　※初回は申し込みが必要です
対　象：おおむね２歳～就学前の幼児

３月10日㈫ 14:30 ～ 15:10 高梁保健センター

ちびっこ広場
対　象：おおむね１歳～就学前の幼児

３月19日㈭ 10:00 ～ 11:30 成羽健康管理センター

あそびの広場
対　象：おおむね１歳～就学前の幼児

３月５日㈭ 10:00 ～ 12:00 川上児童館

◎育児相談
内　容：身体測定、個別相談

持参品：母子健康手帳

対　象：０歳～就学前の幼児

３月５日㈭ ９:45 ～ 10:00（受付）川上児童館
３月13日㈮ 10:00 ～ 11:00（受付）有漢保健センター
３月19日㈭ 10:00 ～ 10:30（受付）成羽健康管理センター

◎ひよこ園（療育指導）
場　所：高梁保健センター（和室）

３月12日㈭ 10:30 ～ 16:00

３月26日㈭ 10:30 ～ 16:00

■問い合わせ・申し込み

　健康づくり課母子保健係　☎ 21- ０２２８、各地域局

◎母子相談
　月・火・木・金　  9:00 ～ 16:00　子ども課相談室

■問い合わせ　子ども課子ども支援係　☎ 21- ０２８８

◎家庭児童相談
　月・火・水・金　  9:00 ～ 16:00　子ども課相談室

■問い合わせ　子ども課子ども支援係　☎ 21- ０２８８

◎教育相談
　月～金　  9:00 ～ 17:00　教育委員会相談室

■問い合わせ・電話相談　専用電話　☎ 22- ７８６７

◎子どもの心とからだの総合相談（要予約）
３月10日㈫ 13:00 ～ 15:00（受付）備北保健所
■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課　☎ 21- ２８３５
◎思春期（ひきこもり）相談（要予約）
３月26日㈭ 9:30 ～ 11:30（受付）備北保健所
■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課　☎ 21- ２８３６
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国民年金
　国民年金保険料の納付方法は、現金（納付書）納付・口座振替・クレジットカード納付があります。 
　平成 26 年４月から「２年前納」制度が開始されています。（口座振替限定）

◆「前納」による割引
　６カ月分（４月分～９月分、１０月分～翌年３月分）、１年分・２年分（４月分～翌年３月分）をまとめて納付（前納）する
ことにより、保険料が割引されます。なお、現金納付より口座振替による前納の方が割引額が高くなっています。

◆早割による割引（口座振替のみの取扱い）
　当月保険料の口座振替日は、通常翌月末日ですが、当月末日に引き落とすことにより、月額 50 円の割引となります。

◆申し込み方法
　年金手帳または納付書、預金通帳、届け出印をご持参のうえ、各金融機関または高梁年金事務所、市民課、各地
域局へお申し込みください。口座振替申し込み後、２カ月程度かかります。
　「１年前納、２年前納」をご希望の場合は、２月末日までにお申し込みください。
　クレジット納付の申し込みは、高梁年金事務所で手続きをしてください。

■問い合わせ　市民課戸籍住民係☎ 21- ０２５２、日本年金機構高梁年金事務所☎ 21- ０５７２

国民年金保険料の割引のお知らせ

税（料）目 期 納期限

固定資産税・都市計画税 ４期

３ 月 ２ 日 ㈪
国民健康保険税（普通徴収）

８期介護保険料（普通徴収）

後期高齢者医療保険料（普通徴収）

【お願い】
・税金等の納め忘れはありませんか？

納め忘れがある場合は、早期納付をお願いします。
・市は口座振替を推進しています。

登録を希望される人は、市内の金融機関で手続きを
お願いします。

・口座振替を登録されている人は、振替日前に預金残 
  高の確認をお願いします。

税  金 　２月納期限（口座振替）

■問い合わせ　税務課収税係　☎ 21- ０２１５
　※後期高齢者医療保険料は、保険課健康保険係　☎ 21- ０２５８

　Information - 生活支援情報

月　日 医療機関名（所在地） 電話番号

３月１日㈰ 高梁中央病院（南町） ☎ 22- ３６３６

３月８日㈰ 西医院（中之町）
まつうらクリニック（成羽町）

☎ 22- ２８２０
☎ 42- ２３１５

３月15日㈰ 高梁整形外科医院（本町）
備中診療所（備中町）

☎ 22- １５３１
☎ 45- ９００１

３月21日㈯ 大杉病院（柿木町） ☎ 22- ５１５５

３月22日㈰ 藤本診療所（松原通）
川上診療所（川上町）

☎ 22- ３７６０
☎ 48- ４１８８

３月29日㈰ 備中整形外科病院（成羽町）
三村医院（巨瀬町）

☎ 42- ４３１１
☎ 25- ９０１０

※休日当番医が変更になる場合がありますので、受診前
に電話でご確認ください。

休日当番医

月　日 場所 受付時間

２月 25 日㈬
川上総合学習センター ９:30 ～ 11:00
備中地域局 12:30 ～ 14:00
成羽地域局 15:00 ～ 16:30

３月 16 日㈪ 高梁総合福祉センター ９:30 ～ 11:30
12:30 ～ 16:00

献  血

■問い合わせ　健康づくり課母子保健係　☎ 21-０２２８

　右表のとおり献血を行いますので、ご協力をお願
いします。
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　Information - 生活支援情報

各 種 相 談
◎法律相談（予約制）
３月10日㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所別館第５階会議室

■問い合わせ・申し込み　市民課市民係　☎ 21- ０２５４

◎行政相談
３月２日㈪ 9:00 ～ 12:00 市コミュニティプラザ
３月９日㈪ 9:00 ～ 12:00 川上総合学習センター
３月12日㈭ 9:00 ～ 12:00 有漢保健センター
３月20日㈮ 10:00 ～ 15:00 中コミュニティセンター

■問い合わせ　市民課市民係　☎ 21- ０２５４、各地域局

◎司法書士相談
３月13日㈮ 10:00 ～ 12:00 有漢保健センター
３月13日㈮ 10:00 ～ 12:00 川上総合学習センター
３月13日㈮ 10:00 ～ 12:00 備中総合センター

■問い合わせ　市民課市民係　☎ 21- ０２５４

◎日曜公証相談

３月８日㈰ 9:00 ～ 15:00 笠岡公証役場

内容　�遺言・任意後見、離婚、尊厳死宣言、
　　　借地借家の賃貸借、定款、認証等

■問い合わせ　笠岡公証役場　☎０８６５-62- ５４０９

◎消費生活相談
３月17日㈫ 10:00 ～ 15:00 市役所別館第５会議室

■問い合わせ　市民課市民係　☎ 21- ０２５４

◎人権擁護委員によるなやみごと相談
３月３日㈫ 9:00 ～ 12:00 市役所別館第４会議室
３月12日㈭ 9:00 ～ 12:00 有漢保健センター
３月12日㈭ 9:00 ～ 12:00 成羽文化センター

■問い合わせ　岡山地方法務局高梁支局　☎ 22- ２３１８

◎ふれあい相談
身体障害者相談

３月５日㈭ 10:00 ～ 15:00 高梁総合福祉センター

心配ごと相談・高齢者サービス相談

３月19日㈭ 10:00 ～ 15:00 高梁総合福祉センター

福祉総合相談
毎週月～金曜日（祝日は除く）　高梁総合福祉センター

■問い合わせ・相談予約
　高梁市社会福祉協議会地域福祉課　☎ 22- ７２４３
　有漢支所　☎57-３２１８　成羽支所　☎42-２００５
　川上支所　☎48-９７７０　備中支所　☎45-３１３１

◎備北保健所の定期相談・検査（予約制）
病態栄養相談 ３月10日㈫ 10:00 ～ 11:00
エイズ・性感染症検査 ３月25日㈬ 13:00 ～ 14:00
精 神 保 健 福 祉 相 談 ３月11日㈬ 14:00 ～ 16:00

〃 ３月27日㈮ 14:00 ～ 16:00
Ｂ型・Ｃ型肝炎検査 ３月25日㈬ 13:00 ～ 14:00
骨髄ドナー検査登録 ３月25日㈬ 13:00 ～ 14:00

■問い合わせ　備北保健所備北保健課　☎ 21- ２８３６

◎職業相談
月～金 9:00～12:00 市コミュニティプラザ

■問い合わせ　高梁公共職業安定所　☎ 22- ２２９１

お知らせ
アナログ放送が終了します
　地上デジタル放送移行への暫定措置として、吉備ケー
ブルテレビがデジタル放送をアナログ放送に変換して放
送していますが、平成 27年３月で暫定措置が終了しま
す。デジタル放送対応テレビをお持ちでない人は、地デ
ジチューナーの購入などの対応が必要です。

■問い合わせ　総務省地デジコールセンター
　　　　　　　☎０５７０- ０７- ０１０１

ケーブルテレビ加入者の皆さんへ

■問い合わせ　ハローワークたかはし　☎22- ２２９１

職　　種 所在地 賃　金　月　額

施工管理 有漢町 198,000 円～ 242,000 円

重機オペレーター 正宗町 250,000 円～ 350,000 円

病棟看護補助者 南町 157,800 円～ 171,300 円

店舗スタッフ 落合町 180,000 円～ 240,000 円
自動車車検整備・一般整
備・板金塗装 落合町 150,000 円～ 250,000 円

土木作業員 川上町 168,000 円～ 324,000 円

大型運転手 備中町 250,000 円～ 320,000 円

調理員 川上町 時給  850 円～ 900円

パンの製造・販売 落合町 時給  800 円～ 850円

惣菜製造作業 落合町 時給  830 円～ 850円

求人情報（２月５日現在）
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　Information - 情報プラス

　
東
日
本
大
震
災
時
、
ご
遺
体
の

身
元
確
認
作
業
に
お
い
て
「
歯
の

記
録
」
が
大
き
な
手
掛
か
り
に
な

り
ま
し
た
。

　
平
常
時
か
ら
、
口
腔
内
の
情
報

を
デ
ー
タ
と
し
て
県
歯
科
医
師
会

に
集
約
す
る
こ
と
で
、
被
災
時
の

身
元
確
認
作
業
の
迅
速
化
と
効
率

岡
山
県
歯
科
医
師
会

家
族
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

退
職
後
の
生
活
を
応
援

小
規
模
企
業
共
済
制
度

　
小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個

人
事
業
主
や
会
社
等
の
役
員
が
事

業
を
や
め
た
り
退
職
し
た
場
合
に

備
え
て
あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準
備

し
て
お
く
共
済
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
掛
け
金
が
全

額
所
得
控
除
と
な
り
、
受
け
取
る

共
済
金
は
退
職
所
得
か
公
的
年
金

の
雑
所
得
と
な
る
た
め
、
節
税
効

果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
急
に
事

業
資
金
が
必
要
に
な
っ
た
時
に

は
、
納
付
済
み
掛
金
の
８
～
９
割

の
範
囲
内
で
借
り
入
れ
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　
中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
図
る

た
め
、
制
度
融
資
に
対
す
る
利
子

補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象

①�

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
貸

付
決
定
さ
れ
た
、
高
梁
市
中
小
企

業
振
興
資
金
保
証
融
資
制
度
に

よ
る
運
転
資
金
に
対
す
る
融
資

②�

資
本
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額

が
３
０
０
０
万
円
以
下
の
法
人

で
、
従
業
員
数
が
２
０
０
人（
商

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
30
人
）以
下

の
法
人
、
個
人
で
あ
る
こ
と

◆
内
容

①�

利
子
補
給
期
間
は
最
初
の
利
子

支
払
月
か
ら
24
カ
月
以
内

②�

利
子
補
給
額
は
平
成
26
年
度
内

に
支
払
わ
れ
た
利
子
の
２
分
の

１
以
内

※�

申
請
は
３
月
末
ま
で
に
行
っ
て

く
だ
さ
い

産
業
振
興
課
☎
21-

０
２
２
９

緊
急
経
済
対
策

資
金
利
子
補
給
制
度

　

岡
山
県
は
、
町
内
会
等
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
企
業
、
行
政
な
ど
の
多
様
な

主
体
が
協
働
し
て
地
域
課
題
の
解

決
に
取
り
組
む
事
業
を
募
集
し
、

補
助
の
対
象
と
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
事
業
…
多
様
な
主
体

が
協
働
し
て
地
域
課
題
の
解
決
に

取
り
組
む
事
業

◆
補
助
概
要
…
賃
金
、
報
償
費
、

旅
費
、
需
用
費
、
役
務
費
、
委
託

費
、
使
用
料
・
賃
借
料
等
の
う

ち
、
県
が
必
要
と
認
め
る
経
費

◆
補
助
率
…
10
分
の
10
以
内

◆
補
助
金
上
限
額
…
２
０
０
万
円

◆
応
募
期
間
…
２
月
25
日
㈬
～
３

月
31
日
㈫

岡
山
県
県
民
生
活
部
県
民
生

活
交
通
課
県
民
協
働
推
進
班
☎

０
８
６-
２
２
６-

７
２
８
７

多
様
な
主
体
の
協
働
に
よ
る

地
域
支
援
事
業
の
募
集

子
育
て
家
庭
に
貸
し
出
し

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車

　
子
育
て
中
の
家
庭
に
幼
児
２
人

同
乗
用
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転

車
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

　
岡
山
県
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

づ
く
り
に
幅
広
く
挑
戦
し
て
い
く

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、「
も
も

た
ろ
う
未
来
塾
」
の
塾
生
を
募
集

し
ま
す
。
地
域
の
未
来
を
担
う
、

若
い
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

◆
募
集
人
数
…
15
人
程
度

◆
対
象
者

①�

岡
山
県
在
住
で
、
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
地
域
づ
く
り
に
幅

広
く
挑
戦
す
る
、
意
欲
あ
る
人

②�

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で
、

25
歳
～
39
歳
の
人

　
※
大
学
生
は
18
歳
以
上

◆
応
募
締
切
…
３
月
31
日
㈫

◆
応
募
方
法
…
入
塾
申
込
書
を
提

出（
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
で
も
可
）

�

※�

入
塾
申
込
書
は
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
も
も
た
ろ
う
未
来

塾
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

◆
選
考
方
法
…
提
出
書
類
お
よ
び

面
接
に
よ
る
選
考

岡
山
県
県
民
生
活
部
県
民
生

活
交
通
課
県
民
協
働
推
進
班
☎

０
８
６-

２
２
６-

７
２
８
７

平
成
27
年
度
塾
生
募
集

も
も
た
ろ
う
未
来
塾

す
。
平
成
27
年
度
の
貸
し
出
し
を

次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

◆
貸
出
対
象
…
１
歳
以
上
６
歳
未

満
の
幼
児
を
２
人
以
上
養
育
し
て

い
る
市
民
で
、
自
転
車
の
適
正
な

保
管
場
所
を
確
保
で
き
る
人

◆
台
数
…
10
台

◆
期
間
…
４
月
６
日
㈪
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
㈭
ま
で

◆
料
金
…
無
料

※�
対
人
賠
償
保
険
加
入
費
用（
各

１
０
０
０
円
程
度
）、
半
年
経

過
後
と
返
却
時
に
係
る
点
検
整

備
費（
各
１
０
０
０
円
程
度
）、

貸
出
中
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

な
ど
は
利
用
者
負
担

◆
募
集
期
間
…
２
月
16
日
㈪
か
ら

３
月
16
日
㈪
ま
で

子
ど
も
課
子
ど
も
支
援
係
☎

21-

０
２
８
８

化
を
図
る
、「
家
族
の
絆
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
歯
の
記
録
」
の
登
録
は
無
料

で
す
。
万
が
一
に
備
え
て
、
か
か

り
つ
け
歯
科
医
院
か
地
区
イ
ベ
ン

ト
で
の
登
録
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

《
地
区
イ
ベ
ン
ト
》

◆
日
時
…
３
月
８
日
㈰　
午
前
10

時
～
午
後
１
時

◆
場
所
…
高
梁
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

高
梁
歯
科
医
師
会
事
務
局（
八

木
歯
科
医
院
）☎
22-

２
７
１
０

　
従
業
員
数
が
20
人
以
下
の
製
造

業
・
建
設
業
等（
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
は
５
人
以
下
）の
個
人
事
業

主
、
会
社
役
員
、
個
人
事
業
の
共

同
経
営
者
な
ど
が
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
☎

０
５
０-

５
５
４
１-

７
１
７
１
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子
ど
も
と
大
人
の
サ
ッ
カ
ー
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

◆
日
時
…
３
月
21
日
㈯　
午
前
９

時
～　
　

◆
会
場
…
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
多

目
的
広
場

◆
対
象
…
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育

園
の
年
中
・
年
長
児
と
小
学
生
、

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
た
い
20
歳
以

上
の
人

※
男
女
を
問
い
ま
せ
ん

親
子
で
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
も
う

　
キ
ッ
ク
オ
フ
高
梁

　Information - 情報プラス

※�

小
学
生
以
下
の
み
、
大
人
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す

◆
申
し
込
み
…
市
体
育
協
会
事
務

所
へ（
フ
ァ
ク
ス
可
）

◆
参
加
費
…
小
学
生
以
下
１
０
０

円
、
大
人
２
０
０
円（
保
険
料
と

し
て
）

※
当
日
の
支
払
い
で
す

高
梁
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・

有
光
正
巳
さ
ん（
☎
０
９
０-

１
１
８
６-

９
９
２
４
）／
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
☎
21-

０
４
２
５

高
梁
市
発
足
10
周
年
記
念

「
民
謡
魂  

ふ
る
さ
と
の
唄
」

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局
と
高
梁
市

は
、
新
市
発
足
10
周
年
を
記
念
し

て
、「
民
謡
魂 
ふ
る
さ
と
の
唄
」

公
開
録
画
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
番
組
は
、
日
本
の
伝
統
的

な
民
謡
に
、
ふ
る
さ
と
の
唄
と
郷

土
芸
能
を
加
え
た
伝
統
音
楽
を
お

伝
え
し
ま
す
。

◆
日
時
…
４
月
12
日
㈰　
午
後
６

時
30
分
～
午
後
８
時

◆
場
所
…
総
合
文
化
会
館

◆
司
会
…
城
島
茂
さ
ん（
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｉ
Ｏ
）、
近
藤
泰
郎
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

◆
観
覧
申
し
込
み
方
法

　
入
場
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理

券（
１
枚
で
２
人
ま
で
入
場
可
）が

必
要
で
す
。
郵
便
往
復
は
が
き
に

次
の
事
項
を
記
入
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

《
往
信
用
表
面
・
宛
先
》

〒
７
１
６-

８
５
０
１
［
住
所
不

要
］高
梁
市
役
所
秘
書
政
策
課「
民

謡
魂　
ふ
る
さ
と
の
唄
」
係

《
往
信
用
裏
面
》
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号

《
返
信
用
表
面
》
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名

▼
締
め
切
り
…
３
月
27
日
㈮
必
着

※�

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

し
、
結
果
は
４
月
１
日
㈬
ご
ろ

に
郵
送
し
ま
す
。
未
就
学
児
の

入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

秘
書
政
策
課
☎
21-

０
２
０

８
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局
☎
０
８

６-

２
１
４-

４
７
１
４

（
応
募
は
が
き
の
書
き
方
）

（往信用表面）

（返信用表面）

（返信用裏面）

（往信用裏面）

〒 716-8501
高梁市役所
秘書政策課

「民謡魂 
ふるさとの唄」係

［何も書かないこと］

あなたの
［郵便番号］

［住所］
［氏名］

あなたの
［郵便番号］

［住所］
［氏名］

［電話番号］

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

▼
新
庁
舎
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

現
在
、
内
装
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
３
月
中
に
完
成
す
る
予
定

で
す
。
５
月
７
日
か
ら
、
新
庁
舎

で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
利
用
が
便
利
に
な
る
と
と
も
に
、

防
災
や
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
、
大
い
に
活
用
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▼
１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、

妊
婦
事
前
登
録
制
度
・
愛
称
「
マ

マ
・
サ
ポ
ー
ト 

１
１
９
」。
妊
娠

中
の
方
が
事
前
に
市
へ
登
録
し
て

お
く
こ
と
で
、
緊
急
時
に
救
急
車

で
い
ち
早
く
病
院
に
搬
送
す
る
も

の
で
、
全
国
的
に
も
あ
ま
り
例
が

な
い
取
り
組
み
で
す
。
市
内
に
出

産
で
き
る
施
設
が
な
く
、
お
母
さ

ん
方
か
ら
不
安
の
声
を
お
聞
き
し

ま
す
。
市
内
で
安
心
し
て
お
産
が

で
き
る
の
が
一
番
で
す
が
、
そ
れ

ま
で
の
対
策
と
し
て
、
こ
の
事
業

を
開
始
し
、
現
在
18
人
の
方
に
登

録
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本

市
で
昨
年
１
年
間
に
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
は
、
１
７
３
人
で
し
た
。

も
っ
と
出
産
数
が
増
え
る
よ
う
に
、

今
後
も
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

▼
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
？

消
防
団
員

の
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い

る
事
業
所
に
、
表
示
証
を
交
付
す

る
も
の
で
、
従
業
員
の
就
業
時
間

中
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
、
配

慮
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
、
７
事
業
所
に
表
示
証
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
に
、
消
防
団
の
皆
さ
ん
に
は
、

日
々
の
訓
練
や
啓
発
活
動
に
携
わ

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

活
動
を
行
う
た
め
に
は
、
ご
家
族

の
支
え
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
所
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
も
大
切
で
す
。

ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
協
力
事
業
所
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

▼
寝
台
特
急
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
号

が
、
Ｊ
Ｒ
の
３
月
14
日
の
ダ
イ
ヤ

改
正
で
、
備
中
高
梁
駅
に
停
車
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
恒
久
停
車
に
向
け
た
活
動
に

対
し
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今

後
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
も
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
長
室
か
ら
　
こ
ん
に
ち
は
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※行政放送、市ホームページでも紹介します。

＜作り方＞
①�カブは厚めに皮をむき大きめに切る。煮崩れ防止に面取りをする。シュン
ギクはゆで、食べやすい大きさに切っておく。
②�鍋に Aを入れ、鶏ひき肉を泡だて器などでほぐしながら混ぜ、火にかける。
煮立ったらあくを取る。
③�②にカブを入れて落としぶたをする。弱火から中火であくを取りながら５
分煮る。
④��しょうゆを足し、さらに５分煮る。火を止めて冷まし、味をしみこませる。
⑤�食べる前に④を温め、かたくり粉を水に溶いて回し入れ、とろみをつける。
⑥器に盛り、シュンギクとミカンの皮を千切りにしたものを添える。

1人分の栄養価【 エネルギー 135kcal 】たんぱく質 12.2g　脂質 4.4g　食塩 1.2g

カブの鶏そぼろあんかけ

　春の七草に数えられるスズナは、私たちになじみの深いカブのことです。
カブには消化を助ける酵素のジアスターゼやアミラーゼが豊富に含まれて
います。生で食べると、弱った胃や食べ過ぎ、胸やけに効果があり、煮物
の場合でも胃腸を温め、冷えによる腹痛を予防する働きがあります。

レシピ提供：高梁市栄養改善協議会連合会 成羽支部 加藤君枝さん 

■問い合わせ　　　　　　　　　　　　　
　健康づくり課健康増進係　☎ 21- ０２６７

＜材料＞（４人分）
カブ … …………………………………… 400g
鶏ひき肉 … ……………………………… 200g
シュンギク………………………………… 40g
ミカンの皮…………………………………少々
　　だし汁 … …………………………… 400㏄
　　酒 … ……………………………… 大さじ3
　　砂糖……………………………… 大さじ1
しょうゆ … ……………………  大さじ1と1/2
かたくり粉 … ………………………… 大さじ1
水 … ………………………………… 　大さじ1

☆ 食生活 ☆　下記のポイントに心掛けながら、バランスのよい食事を取るようにしましょう

減塩を
心がける

塩分の取りすぎは胃がんや高血圧の原因になるといわれています。食塩の一日摂取量の目安は、男性９
㌘、女性7.5㌘未満です。実際は11～12㌘と取り過ぎているので、意識して減塩を心掛けましょう。
【減塩のコツ】
・調味料や加工食品に食塩が多く含まれているため、上手に利用しましょう。
　（例）ちくわ２本 (60㌘）：１㌘の塩分を含む、薄口しょうゆ（大さじ１）：３㌘の塩分を含む　
・‌�‌‌外食には塩分が多く含まれているため、めん類の汁は全て飲まない。丼物の単品でなく、定食類を選ぶ
ようにしましょう。
・漬物、みそ汁は１日１回にしましょう。
・酢や香辛料を上手に活用すると、うまみを引き出し調味料を減らす工夫ができます。

野菜を
多く摂る

野菜に含まれているビタミンや食物繊維は、がんの発生を予防するといわれています。１日350㌘の野菜
摂取を目指しましょう。量の目安は生野菜なら両手１杯が120㌘、ゆでた野菜なら片手１杯が120㌘です。
【野菜を多く摂るコツ】
味噌汁やスープには具沢山に、和食メニューを中心に、丼物のときは野菜の小鉢をプラスする。

 

知って 得 する検診情報　Ｖｏｌ． 11

がん予防のための食生活・運動

Ａ

☆ 運　動 ☆　１日の身体活動量が多い人ほど、がんの発生リスクが低いといわれています

ウオーキング

有酸素運動の中でもウオーキングは、体への負担が少なく筋力アップや脂肪燃焼に適しています。
【効果的なウオーキングのポイント】
・しっかりと背筋を伸ばし肘を 90度くらいに曲げ、腕を大きめに振って地面を蹴りだすように歩く。
・時間は 30分以上が理想です。時間が取れない時は 10分を３回に分けても効果があります。
・時間帯は体温が上がっている夕方４時～６時をお勧めします。

日常生活の中
で取り入れる

運動の時間をつくることが難しい人は、日常生活の中でしっかり身体を動かすことをお勧めします。
少しの時間でも、毎日続けていくことが大切です。
（例）�テレビやハミガキをしながらスクワットをする、ながら運動。エレベータやエスカレータより階段を

使う。近場なら自動車を使わず歩きましょう。

日頃から食事と運動に気をつけながら生活していくことが、がんだけでなく生活習慣病予防にもつながります。
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高梁駅ふれあい連絡路へ作品を展示

　Information - イベント情報

【展示名】　シルバー書道展　　　　【期間】　３月１日㈰～３月 31 日㈫
■問い合わせ　　高梁文化協会　☎ 22- ２１２５

寝台特急サンライズ出雲号 備中高梁駅停車記念特別企画

寝台特急ツアー！東京３日間
　東京と島根県出雲市を結ぶ寝台特急サンライズ出雲号が３月 14 日
から備中高梁駅に新規停車します。春の旅を記念ツアーで楽しんで
みませんか。

日　　　　程
3/14 ㈯ 備中高梁駅 (21:48 発 ) ― 〈サンライズ出雲号〉〔車中泊〕
3/15 ㈰ ― 東京駅 (7:08 着 ) ※希望者に東京散策プランを用意

3/16 ㈪ 国会議事堂・スカイツリー見学（希望者）… 東京駅（16 時頃）
― 〈新幹線・特急やくも号〉 ―  備中高梁駅 (20 時頃）

【旅行日程】３月 14 日㈯～ 3 月 16 日㈪（下表のとおり）
【申込期限】３月４日㈬　　　【募集定員】15 人
【旅行代金】大人…47,900 円、子ども…32,500 円　

■申し込み先　ビホクツーリスト（株） 　☎ 22- ８７７８
■問い合わせ　Ｊ R 伯備線備中高梁駅利用促進協議会（事業調整課内） 　☎ 21- ０２８６

新規停車の決定報告に市役所を訪れた
中村圭二郎・ＪＲ西日本岡山支社長（右）

◆ 在宅医療連携拠点事業通信 ◆ 第13回
■問い合わせ　保険課連携推進係　☎21-０３０４

　今回は、家族介護者の会の沼
ぬ

本
もと

征
まさ

子
こ

会長にお話を伺ってきました。この
会は、要支援１以上の高齢者を在宅で介護している家族の集いの場となる
ことを目的に、平成 24 年度に発足し、平成 26 年度から「つくし会」と
いう名前で活動しています。この「つくし会」という名前は、介護を「尽
くす」という意味と、力強く育つ「土

つ く し

筆」とをかけて付けられました。
　会の活動は、食事介助の仕方や介護食の調理方法、ノロウイルスなどの
感染症対策についての勉強会、認知症サポーター養成講座など、介護者の
ための教室を行っています。また、家族介護者同志の交流を深めるための
活動として、日帰り旅行や交流会も開催しています。
　在宅で介護をしていると、介護をすることで感じる苦労をため込みがち
になってしまいます。このような苦労は、同じように介護をしている人で
なければ分かりません。そこで交流会では、介護をすることで感じる悩み
などについて話しをしたり、介護経験者からのアドバイスを聞き、介護を
する気持ちを分かち合うことで、介護の負担軽減につなげています。
　この「つくし会」には女性だけではなく、男性の参加者もいます。介護
をすることでストレスを抱えている人にとってリフレッシュの機会にもな
りますので、会に興味を持った方は、ケアマネジャーや、市役所保険課へ
相談してみてください。きっと多くの仲間に出会えるはずです。

【インタビュー】吉備国際大学学生調査隊の巨
こ

勢
せ

翔
しょう

さん（社会福祉学科３年）、森
もり

岡
おか

玲
れ

奈
な

さん（同２年）

～在宅介護を楽しむために～　「つくし会」について

会員が楽しみにしている、会食をしな
がらの会員同士の交流

エンディングノート（人生の終末期の
希望を記しておくもの）の記入方法の
勉強風景
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　「病気を予防する」という健康意識の高まりから、成羽病院でも人間ドックや健康診断を受ける人は、年々
増加しています。その一方で、「要治療・要精密検査」という診断結果であっても、医療機関を受診しない
人もいます。
○あなたは、人間ドックで「要治療・要精密検査」の診断があったら、ちゃんと受診していますか。
　精密検査を受けて、「何も問題なく安心できた」となるのが一番ですが、治療すべ
き病気が見つかる場合もあります。いずれにしても、「要精密検査」を放置しないこ
とが大切です。精密検査を受ければ、たとえ治療が必要だとしても、早期で見つかる
ことが多いので、次のようなメリットがあります。
・重度化した時より、治療に費やす時間が少なく、現在の生活を維持しやすい
・医療費が少なくてすむ
・生活習慣病の改善や、自分の健康管理に役立つ
　成羽病院健診室では、平成２６年度から、胃・肺・大腸検査・腫瘍マーカー・子宮が
ん・乳がんなどの精密検査が必要な人に、医療機関への「紹介状」をお渡ししています。
　人間ドックに限らず、がん検診・健康診断を受診して、要治療・要精密検査の結果が出
た場合は、できるだけ早期に受診し、今後の方針を医師と相談されることをお勧めします。

　成羽病院通信　     　　　　    ■問い合わせ　☎ 42- ３１１１

人間ドックの要治療・要精密検査は必ず受診しましょう 成羽病院 健診室主任　山本直美

２月～３月開催のイベントのご案内学園だより
☆第 2 回 吉備国際大学 地（知）の拠点シンポジウム
　昨年度、文部科学省が公募した「地（知）の拠点整備事業（大学 COC〈Center of Community〉事業）」におい
て採択された本学の事業『だれもが役割のある活

い

きいきした地域の創成』に関連したシンポジウムを開催します。
　◆日時： ２月 20 日㈮　午後 1 時～午後 4 時 30 分　　◆会場：吉備国際大学 7 号館 １階 711 教室
　■問い合わせ　吉備国際大学地域連携センター　☎ 22- ９０５０

☆順正学園学術交流コンファレンス
　順正学園設置校それぞれの特色ある創造的・先駆的な教育、研究を 2 日間にわたっ
て学内外に紹介します。多数のご参加をお待ちしています。
　◆教育部門：2 月 28 日㈯　午後 2 時 30 分～午後 5 時 25 分
　◆研究部門：3 月 １ 日㈰　午前 9 時～午後 2 時 30 分
　◆会場：吉備国際大学 7 号館  1 階 711 教室
　■問い合わせ　吉備国際大学庶務部　☎ 22- ９４５４

☆春のイタリアンランチフェア
　レストラン「ラ・エスペランサ」では、3 月末まで「春のイタリアンランチフェア」を開催します。イタ
リア人シェフのアレージ・ジョルジョが、腕によりをかけて作るランチをお楽しみください。
　フェア期間中、ランチご利用のお客様には、「広報たかはしを見た」で、食後のコーヒーを無料サービスし
ます。ご来店をお待ちしています。
レストラン「ラ・エスペランサ」
　◆場所：順正学園国際交流会館（奥万田町）　◆営業時間：午前 11時 30 分～午後 2 時   ※土・日曜日、祝日は休業
　◆メニュー：イタリアンランチ 600 円、パスタランチ 500 円、コーヒー＆デザート 300 円
　※�駐車場あり（10 台程度）。数量限定のため、売り切れの場合があります。臨時休業することがありますので、事

前にご確認下さい。
　■問い合わせ　株式会社ＪＥＩ　☎ 22- ３７２０

紹介状 精密検査を受けましょう



23 広報　　　　　２月号　vol.125

ちいさいこのへや 図書館2階　14:30から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

移動図書館

17日火
有漢農業構造改善センター前　14:30～15:00
有漢生涯学習センター前　15:10～15:30
市営単独住宅高梁団地前　　16:20～16:50

19日木
西山コミュニティハウス前　11:00～11:30
黒鳥ふれあい会館前　　　13:15～13:45
川上児童館前　　　　　　14:15～15:15

20日金
玉川地域市民センター前　13:00～13:30
落合地域市民センター前　13:40～14:10
中国電力社宅前　　　　　14:30～15:00
松原地域市民センター前　　15:30～16:00

24日火
津川地域市民センター前　11:00～11:30
高倉地域市民センター前　13:00～13:30
川面地域市民センター前　14:00～14:30

27日金
巨瀬地域市民センター前　10:30～11:00
中井地域市民センター前　13:00～13:30
宇治地域市民センター前　14:30～15:00
落合中二公会堂前　　　　16:00～16:30

児童書
やきざかなののろい
塚本 やすし／作　
ポプラ社
　焼き魚は食べにくいから嫌い。
夕食の焼き魚をつっつくだけつっ
ついて、食べたふりをした男の子。
すると、焼き魚が「ちゃんと食べ
てくれ」としつこく訴えてきます。
男の子がそれを無視していると…。
ぶっとびおもしろ食育絵本。

一般書
ママたちの毎日カフェごはん
中村 美穂／著
日東書院本社
　現役ママたちのアイデアがぎ
っしり！ 和 風 俵てりやきバ ー グ 
プレート、タイ風焼きそばプレー 
ト、フィッシュバーガーの夏ラン
チプレート…。大人も子どもも楽
しめる、ごはん・麺・パンの簡単
ワンプレートメニューを紹介。

７日土 きりがみあそび「ストローアーチェ
リー」

14日土
おりがみあそび「くるくるちょうちょ」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

28日土 ビデオ「おやゆびひめ」

今月のおすすめ

今月のおすすめ

２日㈪、９日㈪、12 日㈭、16 日㈪、
21 日㈯、23 日㈪、30 日㈪開館時間  ９:00～17:00　休館日

開館時間　９:00～17:00　　 休館日　毎週月曜日

移動図書館「うぐいす号」

10日火
24日火

老人ホーム成羽川荘　　　 8 :45～ 9 :00
成羽公民館中分館　　　　 9 :20～ 9 :30
ささゆり苑　　　　　　　 9 :40～ 9 :50
成羽公民館吹屋分館　　　10:10～10:30
成美保育園　　　　　　　11:00～11:10
鶴鳴保育園　　　　　　　11:15～11:25
日名神楽公園　　　　　　11:35～11:50

えほんのよみきかせ　10:00から

小学生までが対象で参加無料。

14日土

小型絵本「わらしべちょうじゃ」、
　　　 　「おばあちゃんのおはぎ」
大型絵本「ちいさなくれよん」
「けん玉で遊ぼう」も行います。
（ボランティアグループ『うぐいす』）

図 書 館 だ よ り

高梁中央図書館
（☎22-２９１２）

成 羽 図 書 館
（☎42-２５８９）

一般書
自滅
柴田 よしき／著
KADOKAWA
　現代に生きる女性たちが抱える
孤独が生み出す恐怖と哀しみを情
感豊かにつづったサスペンス・ホ
ラー短編集。顔も生き方も似てい
ない双子の姉妹が、過去の凄惨な
事件に誘われる「薫衣草」など全
５編を収録する。
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お誕生日おめでとう！

３月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さんの写真を募集します。お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生年月日、
住所、応募者の氏名と続柄、電話番号、20 字程度のコメントを明記して、「市民のページ」係へご送付ください。市ホーム
ページからも応募できます。※締め切りは２月２５日（月）です。吉備ケーブルテレビ行政放送でも紹介します。

原
はら

田
だ

 蒼
そ う あ

空ちゃん
（津川町今津）

平成24年2月18日生まれ
「歌が上手な蒼空！いつもス
テキな笑顔をありがとう♡」

（応） 父・雅敏さん 母・佳苗さん

薬
やく

師
し

寺
じ

 玲
れ い

衣ちゃん
（上谷町）

平成25年2月3日生まれ
「みんな あなたのことが
   かわいくて かわいくて♡」

（応） 父・龍盾さん 母・照代さん

土
ど て

手 政
しょう

典
すけ

ちゃん
（有漢町有漢）

平成24年2月16日生まれ
「祝３歳！お姉ちゃんと
仲良く♡強く逞しくね！」

（応） 父・誠さん 母・功子さん

脇
わきさか

坂 亮
りょう

丞
すけ

ちゃん
（旭町）

平成23年2月18日生まれ
「祝４歳！強くたくましく
なぁれ！」

（応） 父・洋平さん 母・美香さん

末
すえ

尾
お

 タキ子
こ

さん

（落合町阿部）

長寿おめでとうございます

内
うち

田
だ

 さくらちゃん
（下谷町）

平成23年2月1日生まれ
「祝４歳♡さくらの笑顔が
　　　　　大好きだよ♡」

（応） 父・大成さん 母・奈津子さん

島
しま

田
だ

 紗
さ え

英ちゃん
（有漢町上有漢）

平成23年2月1日生まれ
「春から幼稚園！元気いっ
ぱい、夢いっぱい☆」

（応） 父・晃さん 母・里香さん

武
たけ

田
だ

 菜
な な こ

々恋ちゃん
（落合町阿部）

平成22年2月10日生まれ
「面白いこと大好き！
いつも笑っていようね♡」

（応） 父・健二さん 母・予理子さん

須
す

山
やま

 陽
ひ な た

向ちゃん
（津川町八川）

平成21年2月17日生まれ
「６歳おめでとう☆小学校
で友達いっぱい作ってね。」

（応） 父・嘉三さん 母・有貴恵さん

播
はり

摩
ま

 菜
な

睦
ちか

ちゃん
（備中町西山）

平成23年2月4日生まれ
「おしゃれ大好き菜睦ちゃ
ん、４歳おめでとう」

（応） 父・哲也さん 母・真由さん

南
みなみ

　 柚
ゆ い

衣ちゃん
（原田北町）

平成25年2月19日生まれ
「今年は一緒に
備中松山城に登ろうね！」

（応） 父・賀隆さん 母・多恵さん

石
いし

井
い

 理
り こ

子ちゃん
（津川町八川）

平成23年2月28日生まれ
「いつも太陽のような笑顔
で輝いていてね」

（応） 父・良昇さん 母・麗子さん

太
おお

田
た

 茉
ま ゆ

夢ちゃん
（下谷町）

平成21年2月24日生まれ
「いつも笑顔をありがとう
ね☆６歳おめでとう」

（応） 家族・勝美さん、奈津子さん、美翠さん

武
たけ

田
だ

 真
ま い

衣ちゃん
（落合町阿部）

平成26年2月28日生まれ
「いつまでも家族に
　　　元気を届けてね☆」

（応） 父・知久さん 母・智美さん

▲吉岡麻江さん（成羽町下原・鶴寿荘内）

　1 月に 100 歳（大正４年生まれ）の誕生日
を迎えられた末尾さんを市職員が訪問し、
記念品や花束を贈って長寿を祝いました。
　市内で 100 歳以上の人は、１月 31 日現
在で 51 人（男性８人、女性 43 人）。

市民の皆さんからいただいた
お便りなどを紹介します。

４さい ２さい４さい

４さい ５さい
３さい ６さい

３さい

４さい１さい６さい２さい
４さい
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短
歌

息
白
し
手
に
吹
き
か
け
て
手
を
こ
す
り
新
年
会
の
車
待
ち
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
吹 

美
代
子
さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

雲
海
に
浮
ぶ
山
城
見
上
げ
ん
と
と
つ
国
の
人
高
梁
に
つ
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
田 

昭
夫
さ
ん（
松
原
町
大
津
寄
）

お
変
り
と
な
く
て
と
問と

い
か
く
る
人
の
名
を
思
い
出い

だ
せ
ず
し
ば
し
戸と

ま
ど惑

う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野 

は
る
恵
さ
ん（
原
田
南
町
）

九
〇
才
に
な
ら
れ
し
生
花
の
先
生
に
今
年
も
達
筆
の
年
賀
戴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田 

越
代
さ
ん（
宇
治
町
宇
治
）

今
朝
も
又
柿
に
カ
ラ
ス
と
ヒ
ヨ
ド
リ
が
雨
に
も
負
け
ず
人
に
も
恐
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦 

数
馬
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

「
紅
白
」
は
遠
く
に
な
り
ぬ
歌
は
れ
る
歌
も
歌
手
に
も
馴
染
み
が
な
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桝
上 

秀
雄
さ
ん（
備
中
町
西
山
）

子
の
夢
が
し
ぼ
ん
で
開
く
孫
の
夢
何
無
く
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
子
に
孫
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妹
尾 

昌
美
さ
ん（
東
町
）

初
日
の
出
真
白
き
雲
に
手
を
合
わ
せ
神
仏
祀
り
守
り
守
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
田 

由
き
さ
ん（
高
倉
町
飯
部
）

健
や
か
に
年
を
重
ね
て
迎
春
の
ヒ
孫
に
送
る
年
賀
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
田 

ナ
ミ
子
さ
ん（
川
上
町
地
頭
）

東
北
の
大
雪
な
だ
れ
避ひ

難
す
る
人
の
悲
し
さ
届
か
ぬ
見
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
木 

文
子
さ
ん（
備
中
町
西
山
）

年
明
け
て
降
る
雪
ま
で
も
清
ら
か
に
つ
め
た
い
風
に
も
心
晴
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦 

操
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

は
や
新
年
ゆ
っ
く
り
味
わ
う
暇
も
な
く
止
ま
ら
ぬ
列
車
乗
っ
た
ご
と
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
村 

遊
子
さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

春
を
呼
ぶ
小
森
の
里
は
閑
か
な
り
ミ
ノ
コ
バ
イ
モ
も
住
み
処
移
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田 

眞
一
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

身
の
衰
嘆
く
よ
り
も
感
謝
し
て
老
を
生
き
む
か
九
十
五
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅 

誠
子
さ
ん（
川
上
町
仁
賀
）

山
鳩
の
ね
ぐ
ら
へ
帰
る
か
冬
の
日
の
暮
る
ゝ
に
間
な
き
を
相
連
れ
て
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本 

義
慧
さ
ん（
川
上
町
仁
賀
）

や
わ
か
な
日
差
し
に
少
し
よ
ど
ろ
め
ば
心
安
ぐ
で
も
大
寒
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
石 
恵
美
子
さ
ん（
川
上
町
仁
賀
）

▲ �

イラスト・絵手紙・絵画などの作品（作品は写真をお送りください）、短歌・俳句・川柳など（自作の未発表のもので、漢
字にはふりがなを付けてください）、

※�住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記し投稿してください。（ペンネームを希望される場合は、その旨お書きください。）
※�投稿多数の場合は、すべてを掲載できないことがあります。また、お便りは表記等を一部編集させていただくこともあります。
※�締切は、掲載号の前月25日（閉庁日の場合は翌開庁日）です。原則として原稿や作品は返却できません。
■問い合わせ・送り先
　　〒716-8501〔住所不要〕広報たかはし「市民のページ」係　　☎21-０２１０・  Eメール： hisyo@city.takahashi.lg.jp

「禿げ隠し帽子取られる春一番」

鈴村 繁實さん（川上町地頭）

日　時　３月22日（日）　13:00 開場　13:30 開演
会　場　高梁総合文化会館   大ホール
入場料　５００円（中学生以下無料）

第1部   吹奏楽部   「永遠の輝き」「軍師官兵衛メインテーマ」他
第 2部   コーラス部   「共演者」「おんがく」他
第 3部   コーラス部   「ミュージカルソング♪で世界旅行！」他
　＜ダンス部によるパフォーマンス＞
第 4部   吹奏楽部     「夢と魔法の世界」他

■問い合わせ　高梁高等学校　☎ 22- ３０４７

岡山県立高梁高等学校

第16回 スプリングコンサート

16th 
ＳＰＲＩＮＧ

 ＣＯＮＣＥＲＴ
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　「第 27 回体力づくり なわとび大会」（高梁ライ
オンズクラブ主催）が開かれ、高梁市、新見市、
吉備中央町の小学生が、日ごろの練習の成果を発
揮しました。
　８人が１組となり、２度跳んだ回数を競う団体
の部に 36 チームが出場。個人戦では 420 人が
学年ごとに分かれ、連続して飛ぶ時間を競いまし
た。団体戦の優勝は、成羽小の「宝超特急」。

1/17
力を合わせジャンプ！

元気よくジャンプする児童たち

市民体育館

　「第４回晴れの国岡山駅伝」（岡山陸上競技協会
主催）が開催され、３回目の参加となる高梁市を
含め、21 市町から 26 チームが出場しました。
　岡山市の旭川・百間川ランニングコース（９区
間 42.195 ㌔）を中学生４人、高校生４人、専門
学校生１人が、ゴールを目指して、たすきをつな
ぎました。力走の結果、総合 17 位の成績を収め
ました。

1/25
思いを胸にたすきをつなぐ

駅伝に出場した高梁市チームの皆さん

岡山市

ま ち の 出 来 事

ま ち の 出 来 事カメあら
A la carteCamera まちの

　防災について考える「高梁防災タウンミーティ
ング」（市青年経済協議会主催）が開かれ、約 60
人が参加しました。
　東三男・市総務課長補佐が「災害に強いまちづ
くりをめざして」と題し講演しました。災害への
備えや心構えについて、過去の事例を紹介しなが
ら、「災害はどこでも起こりえると考え、自分の
命は自分で守ることが大切」と締めくくりました。

1/17
阪神淡路大震災から20年

熱心に講演を聞く参加者

総合文化会館

　「高梁の小さな芸術祭～たかはし福祉フォーラ
ム 2014 ～」（市・市自立支援協議会主催）が開か
れ、約 130 人が障害について理解を深めました。
　知的ハンディがある人とその家族で構成する、
奈良県の劇団「くらっぷ」が公演。ユーモアあふ
れる演技で、会場に笑いを誘いました。
　障害者支援団体によるバザーや、特別支援学校
の紹介パネル展示もありました。

 1/17
芸術で障害を理解しよう

劇団「くらっぷ」の演技

文化交流館
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　「教育講演会」（高梁中央公民館・高梁地域まち
づくり推進委員会主催）が開かれ、約 180 人が山
田方谷の功績を基礎から学びました。　
　本町出身で、山田方谷に学ぶ会代表世話人の渡
辺道夫さんが「入門 山田方谷」と題し講演。幕
末の備中松山藩で藩政改革を成し遂げた、方谷の
手腕や生涯を、かかわった人物と共に分かりやす
く解説しました。

 1/31
郷土の偉人山田方谷を学ぶ

方谷の功績を分かりやすく話す渡辺さん

文化交流館

　「第３６回市民健康づくり愛らぶ高梁ふれあい
マラソン」（同実行委員会主催）が開かれ、城下町
コース（10㌔）、愛らぶコース（５㌔）、ふれあい
コース（３㌔）の３コース 12 部門に 819 人が出
場。沿道からの声援を受け、城下町を駆け抜けま
した。城下町コースの優勝者は、11 月８日開催
の「第１回おかやまマラソン」に招待されます。

 2/8
寒さなんて吹きとばせ！

沿道の声援を受け走り抜ける

仲良くそろってゴール

高梁総合福祉センター周辺

　「高梁市地域防災研修会」（市まちづくり協議会
連絡会・市主催）が開かれ、約 120 人が災害時の
行動などを学びました。
　平成 25 年８月に豪雨災害を経験した、島根県
邑南町日貫公民館長の鹿野好明さんが講演。「日
頃から、どこが危険かを知っておくことが大切」
と話しました。その後、参加者で小グループを作
り、災害時の避難などの対応を話し合いました。

 2/3
防災について考える

災害時の対応を話し合う参加者

成羽総合福祉センター

城下町コース（10キロ）のスタート

Camera à la carte　　－カメラあらかると・まちのできごとー



高梁市発足 10周年・高梁市成羽美術館新築開館 20周年記念展

三沢厚彦 ANIMALS 2015 in 成羽
樟（くすのき）から彫り出した動物達「ANIMALS」シリーズで注目の彫刻家 三沢厚彦さんの彫刻作品、絵画、
アトリエ再現コーナーを展示しています。

関連イベント　三沢厚彦ワークショップ「動物を描く」

高梁市成羽美術館（☎ 42- ４４５５）

午前９時 30 分～午後５時
（入館は午後４時 30 分まで）

毎週月曜日
（５月４日㈪は開館、５月７日㈭は休館）

５月 31 日㈰まで

一般 1,000 円／高大生・65 歳以上 700 円／
小中生 400 円（20 人以上団体２割引き）
★市内小中学生は入館無料

開館時間

休  館  日

観  覧  料

会　　場 会　　期

３月７日㈯　午後１時 30 分～午後４時
三沢厚彦さん
成羽美術館カフェスペース（当日はカフェの営業を休みます）
小・中学生 16 人（小学１年～３年生は保護者同伴）
500 円（材料費と保険料）　※別途観覧券が必要です。

往復はがきに①住所②氏名③年齢④電話番号⑤ワークショップ名を明記のうえ、
成羽美術館［〒 716-0111 成羽町下原 1068-3］までお送りください。
２月 20 日㈮必着
※応募多数の場合は抽選のうえ、当選者に参加通知を返送します。

日　　時

講　　師

会　　場

対　　象

受  講  料

申込方法

応募締切
Painting 2013-02
撮影 : 渡邉 郁弘
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